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１ はじめに
２ 関連研究 既存研究のレビュー➕開発
３ 手法 こんな風に開発する
４ 検証 開発したものをこう評価します
５ 結論



研究の問い
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子どもたちの多面的な歴史認識の拡張や

探究的な歴史学習の意欲を促進する

歴史史料のアーカイブデザインとは



本研究の目的は、アーカイブされた歴史資料群の教育利用を促進するための
コンテンツを制作し、これを授業に活用することによって、

児童にどのような歴史の認識変容が生じ得るかを明らかにすることである。

そのための手法として、まずジャパンサーチ上で教育カリキュラムの単元に
直結した「教育メタデータ」を付与したキュレーションコンテンツを制作し、

小・中・高の社会科授業でこれを活用した歴史授業を実践する。

次いでパフォーマンス評価に基づくルーブリックによって、
診断的評価から総括的評価に至る児童・生徒の
認識変容及び学習到達度を分析・検証する。

検証の結果、紙媒体では限界のあった体験的な学習を通じて
児童の歴史認識の中に主体的な視座や

探究的な学習の視座が生じる等の変容が生じると予想する。

Research Summary

4研究背景 研究目的 研究方法 検証・考察

ジャパンサーチ×教育



②研究目的

③研究方法

5

目次

④期待される成果

①研究背景



Now,
Here

Futur
e

Past

Another
Country

Another
Culture



Unrelated to me 
Because it ’s so far away from me



“Transformation of children’s    
cognition in history 

learning by 
Colorizing AI 

photographs.”     

研究動機（自己紹介;私の過去の研究）



研究動機（自己紹介;私の過去の研究）



研究動機（自己紹介;私の現在の研究）
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研究動機（自己紹介;私の研究活動）



研究動機（自己紹介;私の研究活動）
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研究動機（自己紹介;経歴）
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（略歴）
公立高等学校にて
講師2年、教諭8年
民間教育企業にて3年
計13年間の社会科教育実践

主に日本史Bの授業を歴任
議論学習やジグゾー法を取り入
れ、独自の教材を開発

社会科教師
としての経験の中で

日本史における史料活用の難しさを痛感

It’s  me☆



研究背景
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「図書館は公教育、出版を差し置いて特権的な位置にある。」
「近代的主体の成立と図書・図書館による近代の存立」,海野敏,影浦峡,戸田愼一,

『日本図書館情報学会誌』vol52,no4,2006,pp205-221（引用はp215,p218

→確かに誰もがお金をかけずにアクセスできるという点では公教育を凌ぐ特権性が
あったと言えるが、情報化が進む現代においてはそのあり方は変化している

→ 今はコラボレーションによる進化が必要!



研究背景
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近代以降の社会では、誰もが自由に平等に、自発的に、あらゆる情報へ、いつでも、
いつもでもアクセスできなければいけないのであり、その暗黙の前提に基づいて
近代社会の諸制度、資本主義や民主主義や近代法のシステムは機能している。
これらの理念があるからこそ、近代的主体の再生産に寄与するメディアとして、
あるいは資本主義、民主主義、基本的人権、自由・平等の理念などを維持する
メディアとして、近代図書館は公教育、出版を差し置いて特権的な位置にあると
宣言することができるのである。

「近代的主体の成立と図書・図書館による近代の存立」,海野敏,影浦峡,戸田愼一,
『日本図書館情報学会誌』vol52,no4,2006,pp205-221（引用はp215,p218

→確かに誰もがお金をかけずにアクセスできるという点では公教育を凌ぐ特権性が
あったと言えるが、情報化が進む現代においてはそのあり方は変化している

→ 今はコラボレーションによる進化が必要!
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総合学習の導入に象徴的に見られるように，
学習指導要領では，児童生徒の 能動的な学習が求められてきた。
そうした能動的な学習は，社会科教育においては
図書館や博物館などの施設を活用することによって，
より高い効果が期待される。

実際に社会科の学習指導要領では
「博物館や郷土資 料館の活用」が記述され、
具体的に見学・調査 という形も想定されてきた。

さらに中学校では 「調べる活動」のウエイトが高まり，
博物館が単なる見学施設というより「調べるための施設」 としても
位置づけられている。

「社会科教育における文書館の意義」,永井博,日本社会科教育学会『社会科教育研究』No 91,2004-3



研究背景
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新しい学習指導要領の改訂のポイント!
【評価の３つの観点】

・知識、技能

・思考力、判断力、表現力

・主体的に学習に取り組む態度

「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について」,
中央教育審議会答申

教科書中心の
一方的な講義形式

の授業では、
計れない!



研究背景
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しかし,

現状では多くの文書館では、文書の難しさや体制の問題で
学校教育への積極的なアプローチを期待することはできない。

重要なことは，教師が文書館を活用することである。
できれば文書館で児童生徒に実物資料に触れさせ，
簡単に内容を解説することが望ましい。

それが無理な場合は，文書館が所蔵する地域資料を使用した
教材を作成することも考えられる。
そういう実践によって，将来的に児童生徒が主体的に「文書資料」によって
直接，歴史を調べることができるような芽を育むことが重要である。

「社会科教育における文書館の意義」,永井博,日本社会科教育学会『社会科教育研究』No 
91,2004-3
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平成30年度 文京区小研社会科部主催
夏季巡検 宮田諭志教諭 作成資料

先行実践

現場の教師たちによる授業活用の
ための資料収集と教材開発の例



先行実践
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平成30年度 文京区小研社会科部主催
夏季巡検 宮田諭志教諭 作成資料



先行研究

研究背景 研究目的 研究方法 期待される成果 22

しかしながら,

このような教員の実践は、必ずしも一般化できるものではない!

なぜならば,

近くに住んでいるとは限らないし、

忙しくて時間ないし、

大変だし、

何をどう使っていいか分からないから!



先行研究
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つまり,

使いやすい
デジタルアーカイブの需要は

教育界でも非常に高まっている!



先行研究
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これは,

For Teacher
だけでなく、

For Student
であるべきである。

なぜならば,



先行研究
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情報化時代に児童生徒に求められるコンピテンシーとして
情報リテラシーの重要性が叫ばれ、
情報リテラシー教育が推進されてきたが、
その役割は十分には果たされていないからである。

情報リテラシー教育の目的は、
「情報の収集・分析・発信までを総合的に学ぶ 」ことである。
即ち、本来ならば情報リテラシー教育により、自分が必要とする情報を
収 集 ・分 析するための能力が培われるはずである 。

しかしながら、 現在の情報リテラシー教育では、情報の収集・分析方
法について学ぶことは少なく、IT機器活用講座に過ぎないのが現状で
あ る。

「高等学校の情報リテラシー教育における アーカイブ活用教育の必要性につ いて 」,
上田雄太,レコード・マネジメントNo.65， pp.100

～1O8(2013) 



先行研究
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【アーカイブと学校教育の連携についての事例 】

Ex1;埼玉県立文書館と学校教育の連携

「埼玉県立文書館における学校連携事業の 在り方一小・中学校との連携を中心に」,三田博,文書館紀要. 2007,Vol.20, p2−25. 
「埼玉県立文書館における教育連携事業」 ,三田博,アーカイブズ.2007，VoL30， p24−28. 

埼玉県立文書館における学校教育との連携は、昭和52 年から平成5年にかけて毎
年1号ずつ小巾学校教員向 けに発行された 『資料案内」という小冊子から始まっ
た。 ここには、館所蔵の資料を活用してどのように授 業を進めるのかという授業
実践例や授業で活用するた めの原資料の 写真とそ の 解読 ・解説、館所蔵資料だ
け ではなく館外資料を活用した地域学習としての社会科 授業の紹介などが掲載さ
れていた。 その後、社会科の授業への講師派遣や社会科教員への文書館活用研修、
職場体験の受入、総合的な学習の受け入れ、Webページに社会科授業活用例の掲
載などを行ってきた。

「高等学校の情報リテラシー教育における アーカイブ活用教育の必要性につ いて 」,
上田雄太,レコード・マネジメントNo.65， pp.100～

1O8(2013) 



先行研究
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【アーカイブと学校教育の連携についての事例 】

Ex2; 吉嶺茂樹は、高等学校の歴史教育において
アジア歴史資料センターのデジタル・アーカイブを活用することを
提案している。
「アジア歴史資料センターと高校歴史教 育一教育現場からの提言」,吉嶺茂樹,アーカイブズ，2007， Vol .27. p72 

−75. 

しかしながら,

上田のいう情報リテラシー教育における

「誰もが当たり前に行っているインターネットだけに依存した情報収集か
ら、図書館、博物館、アーカイブなどを活用した

複合的な情報収集方法で学ぶことができる環境」

は十分に構築されているとは言い難い。

このことは現場の教員の声が如実に現している。



現場の先生たちの声（悩み）集めてみた
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・図書館、公文所館などでは貴重な一次資料が最近はWEB上でデ
ジタルアーカイブの形で資料と番号などは公開されてるが、
資料が膨大なためピンポイントで教育に活用するのが難しい。

・番号などを控えておいて現地に言って複写して授業で活用した
りするが、時間と労力がかかるし、遠方の教員には厳しい。

・著作権の問題が厳しかったりよく分からなかったりするため、
オープンにして安心して利活用しやすい環境にしてほしい。

・教員が面白いと思う資料は見つかるが、現状では子どもたちに
公文書館などに行っておいでとは言えない現状にある。

子どもにとっては難しく、また何をどう調べたらいいのか分か
らないため敷居が高くなっている。



現場の先生たちの声（悩み）まとめ
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・学習指導要領などにある、育みたいスキル的部分、最新の学習要領でも強調されてい
る「見方・考え方」という視点を教員やキュレーションサイドが広めに持ち、どの教材
を使ったらそれが達成されるかというプロセスで資料を探せるようにしたい。

その際に例えば環境問題の単元であれば「自助・共助」や「確実性・不確実性」と
いった単元ごとのキーワードに迫るためには、どの資料を活用すれば、子どもたちが
自らその問題を解決していけるかといった観点で資料を探せるようにしたい。

教員が資料を授業活用のために教材研究する際に大切にしていることは、

１ 子どもにとって身近に感じられる、ピンとくる資料や写真、モノものであるか
（＝当時の暮らしと現代の自分との比較ができたり想像力が掻き立てられるものが欲しい）

２ 各単元にとってその先にテーマに深く関わるもの

３ 「見方・考え方」に関わる比較、統合、関連という視座の育成に寄与できるもの
but,

２、３は特に時間がかかる。
教員も多忙を極める中、あまり一つの教材研究に時間をかけられない。



現場の声まとめ→提案①
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・親族の写真などと同じで、どれだけ貴重な資料でも、「学校教育」という
フィルターにかける人がいないと貴重な資料に出会えず、子どもたちは存在す
ら知らない事になる。

現状ではよほど社会科授業というものに強い情熱があって作り込もうと思わ
ないと利活用できない。教員でも大変な現状だが、理想は小学生でも調べられ
る体制（仕組み）、コンテンツがほしい。

・教育利用させる目的ならば（学校の授業に関係させるためには）、学習カリ
キュラム、もっと具体的には教科書の単元ごとに沿ったキュ
レーションにしないと使いづらい。教員の教材研究や教材作成に当てられ
る時間も限られているので、授業準備時間削減のためにも単元ごとにまとめら
れていてそのまま使えるのが理想。他には例えば東京都小学校社会科教育研究
会などはHPで授業案を公開してるため、そういったそ授業プランに合わせて館
側がキュレーションする方法もあり得る。
→は指導案などは作れるが教科書・資料集以上の教材を作るのは厳しいため、
連携してアーカイブスを構築していく体制が必要かもしれない。
→sustainability



現場の声まとめ→提案①
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・親族の写真などと同じで、どれだけ貴重な資料でも、「学校教育」という
フィルターにかける人がいないと貴重な資料に出会えず、子どもたちは存在
すら知らない事になる。

・教育利用させる目的ならば（学校の授業に関係させるためには）、
学習カリキュラム、もっと具体的には
教科書の単元ごとに沿ったキュレーション

にしないと使いづらい。

→現場の先生方は指導案などは作れるが
教科書・資料集以上の教材を作るのは厳しいため、
連携してアーカイブスを構築していく体制が必要かもしれない。

→sustainability



大井の提案②（理想）
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・人物や事件、テーマ別の資料ギャラリーはジャパンサーチにも既にあり、「面白そうな資料だ
ね」とはなるが、比較や探索には踏み込めていない。
【そこから何が見えてくるのか】、【本当にその資料を使うことで子どもたちの深い探求を誘発で
きるか】、【誘発するだけでなくその先に単元で身につけさせたい力につながっているか】という
議論までメタ的に示されていると完璧。
すなわち、資料➕その説明➕【その資料を見たら何が分かるのか（どう使えるの
か）】、【どういう問いが立てられるのか】という教育利用に特化したメタ
データまでアーカイブされてるコンテンツが理想系ゴールであるため、
本研究プロジェクトではそのようなコンテンツをジャパンサーチ上に一つの単元を想定して制作し
ていく。

・あるギャラリーに行ってもらうためにはどうゆう問いの立て方や導線がいいのかを考える必要が
ある。その上でより上位概念につながるようにデザインしたい。
例えば、シーボルト→地図→スパイ→外交→安全保障などのマッピングが視覚化でき、文脈や導線
をつけられるとベスト。

・資料には、①導入となる資料、②問いを生むための資料、③問いを解決するための資料があるた
め、そのメタデータや接続の明示もあるとよい。

・他教科との連携、領域横断的な学習環境デザインもできるとよい。
検索するということ自体が領域横断的であるという点も強調できる。



大井の提案②（理想）
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すなわち、
資料➕その説明➕

【その資料を見たら何が分かるのか（どう使えるのか）】
【どういう問いが立てられるのか】という

教育利用に特化したメタデータ
までアーカイブされてるコンテンツが理想系ゴールであるため、

本研究プロジェクトではそのようなコンテンツを
ジャパンサーチ上に一つの単元を想定して制作していく。

また、資料には

①導入となる資料
②問いを生むための資料

③問いを解決するための資料
があるため、そのレベルでのメタデータや接続の明示もしたい。



参考となる海外の先行研究
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【デジタルアーカイブの教育活用に関する欧米の動向 】

Ex3; 古賀崇は、 DPLA を中心とする米国の取り組みと
Europeana を中心とする欧州の取り組みを解説した上で、

「日本もこれらから学び、
一次資料や証拠の成り立ち・形状・出所から考えて
学習を進めるという取り組みが、
さまざまな人々との討論・交渉を進め、
よりよい意思決定を行うために必要だ」と主張している。

「デジタルアーカイブコンテンツの 児童・生徒向け教育への活用をめぐって: 米国・欧州の動向を中心に」 , 古賀 崇,2018,
カレントアウェアネス NO.338(2018.12) 



海外の先行事例①
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5880万点!
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海外の先行事例①
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海外の先行研究②
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ここが作ってる
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ここがPOINT
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使い方
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時代別でも入れる
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人物で、とかもできたらアツい
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概要のテキストがあり、
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時代と科目のメタデータが!!
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②研究目的

③研究方法
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目次

④期待される成果

①研究背景



研究目的
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アーカイブされた歴史資料群の
教育利用を促進するための

キュレーションコンテンツを制作し、

これを歴史授業に活用することによって、

児童にどのような歴史の認識変容が
生じ得るかを明らかにすること。



②研究目的

③研究方法
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目次

④期待される成果

①研究背景
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リサーチデザインと手法

リサーチデザイン

事例研究

手法

①ジャパンサーチを活用した
キュレーションコンテンツの構築

②社会科授業実践を通したジャパンサーチ利用
の学習環境デザインの呈示



研究方法
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つくってみた。

其の壱



研究方法
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御達し
「こちらでお披露目
していただけるよう
なんかおもろいギャ
ラリーを作成せよ」



研究方法
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非専門家に、
「なんかおもろそうやな～」
と目にとめてもらえるような
キュレーションとデザイン

其の壱のコンセプト
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「主体的・対話的で深い学び」
「アクティブラーニング」

新しい学習指導要領のキーワード

社会的背景

①AL形式において学習者の自学自習の意欲が高く，
実際に自学自習が行われている．

②両形式間において,最終的な理解度に差は見られない． しかし，
AL形式の授業では,自学自習への動機づけが維持される効果が期待される．

「同一科目を対象としたアクティブラーニング授業の効果検証」,
辻義人,杉山成,日本教育工学会論文誌 40(Suppl.)，045-048，2016

なぜ、「おもろそうやな～」が大事なのか?



研究方法
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つくってみて、困ったこと
其の壱

なんか、むずかった。



困りポイント①;概念把握が難しい
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困りポイント①の解決策
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困りポイント②;検索テーマの限界
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困りポイント②の解決策

諦めた。



研究背景 研究目的 研究方法 期待される成果 60

困りポイント②の解決策

こんなテーマにしてみた。
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困りポイント②の解決策

こんなテーマにしてみた。
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困りポイント③;どこに何があるか分からない



研究方法
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困りポイント④;画像がない/ 反映されない



研究方法
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困りポイント③,④の解決策

こちらのヘビーユーザーになる。
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困りポイント⑤;マッピング等が自由にできない
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困りポイント⑤の解決策

今ある機能で。
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その果てにできたもの



研究方法
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その果てにできたもの
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その果てにできたもの



研究方法
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使う側が体験してみる。

其の弐



研究方法
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夢ふくらむマイノート機能
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This is Today’s main dish✨



研究方法（今後の展開）
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さらに作ってみる。
其の参



研究方法（今後の展開）
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メタめたに教育メタな
キュレーションコンテンツを

其の参



研究方法（きっとこれが大切）
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そして
学校で授業してみる。

其の肆
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授業実践校の選定と想定する単元

単元
小学校 ６年生歴史「」
中学校 2年生歴史「」
高校 2年生日本史A「」

単発ではなく単元と深く接続し、
単元の問いを深められる

学習環境デザインを目指す



表現・発信

授業（実践）方法
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ジグゾー法

議論基盤コンテンツ:モバイルやPC

反転授業



授業（実践）方法

研究背景 研究目的 研究方法 期待される成果 78

ジグゾー法

反転授業 自宅で
映像視聴

学校で
議論学習



授業（実践）方法
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反転授業

ジグゾー法

一人一人が主役
それぞれがエキスパート



評価（分析）にあたって援用する理論（案）
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デイビット・コルブ
の経験学習理論

ブルームの
完全習得学習理論

パフォーマンス評価

ヴィゴツキーの
最近接発達領域



評価（分析）法
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パフォーマンス評価

S A B C
比較する
関連付ける
推論する
変換する

思考ルーブリックの例

協調ルーブリックの例 A B C
情報収集
役割責任
グループでの議論

「小学校社会科における「歴史的思考力」を育成する 単元開発と評価方法に関する実践研究
―「社会的な見方・考え方」に焦点をあてて―」 , 
臼井 秀明，石上 靖芳 , 静岡大学教育学部研究報告（教科教育学篇）第 50 号 pp39 ～ 54, 2018

“A Guide for Educators to Critical Thinking Competency Standards: Standards”,
Richard Paul , Linda Elder , books.google.com , 2019

実践までを
今年度中に



②研究目的

③研究方法
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目次

④期待される成果

①研究背景
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授業実践を通して児童生徒にメタ認知が起こり、
その過程で歴史学習に対する主体的な意識や自ら立てた問いに対して
問題解決に向かう探究的な視座が見られるようになる等の
認識変化が得られると予想する．

その結果、社会科教育におけるICT活用例として、
ジャパンサーチという統合的デジタルアーカイブで児童・生徒のコンピ
テンシーを拡張させる新しい学びの形としての
学習環境デザインを提案できる．

本研究から得られた成果は社会科教育学をはじめ、
教育工学・歴史学・デジタルアーカイブ学・デジタルヒューマニティー
ズ等の分野へフィードバックし、
テクノロジーと教育利用の関係について
新たな知見を生み出すことに寄与する．



84

目次将来の展望

①コンテンツの拡大・拡張
（扱うテーマの段階的に増加）

②①は各地の先生方や各館で
ボトムアップ的に構築できれば理想的

研究背景 研究目的 研究方法 期待される成果

こんなことしたい!

そして
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目次将来の妄想
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これの応用版を
ジャパンサーチ上で構築できたら、

最強。



86

目次将来の妄想
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全国規模のコンペを開催したい!

案１ ジャパンサーチ タウン
案２ マイノート選手権
案３ 映画予告編風

（自由テーマ／自分の町のMLAをプロデュース）

・自分の住む地域に関わる資料を用いるという条件
・問いを立てる、問いを解決する資料の活用を促進



映画予告風
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つくってみた。

其の壱



つくってみた。
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目次将来の希望

①コンテンツの拡大・拡張
（扱うテーマの段階的に増加）

②①は各地の先生方や各館でボトムアップ的に
構築できれば理想（約6000ある国内のMLAの統合）

③ジャパンサーチの普及（もちろん①、②と並行して）

某Goo○eに勝つ!
検索界・アーカイブ界の世紀覇者へ!
研究背景 研究目的 研究方法 期待される成果
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０ 背景
情報化の進展によって貴重な歴史資料のデジタル化やアクセシビリティは向上しているが、
教育に直接利活用できるようなコンテンツや体制は構築されていないので、

１ 何を目的に
アーカイブされた歴史資料群の教育利用を促進するためのコンテンツを制作し、
これを授業に活用することによって、児童・生徒ににどのような歴史認識の変容
が生じ得るのかを明らかにするために、

２ 何を制作して
ジャパンサーチに教育現場でそのまま利活用できるメタ的なキュレーションコンテンツを
制作し、

３ どう検証して
診断的評価と総括的評価を中心にルーブリックを作成して発表やレポートのパフォーマンス
評価を通して認識変化を明らかにすることで

４ 何が言えるか
児童生徒にメタ認知が起こり、歴史学習に対するに関わる主体的な意識や問題解決に向かう
探究的な視座が見られるようになる等の認識変化の結果が得られると予想する．
ジャパンサーチというデジタルアーカイブを媒介として、歴史資料から自ら問いを立て、
自ら探究に向かうコンピテンシー育成デザインの呈示は現代において重要な知見となる．

０ 背景
情報化の進展によって貴重な歴史資料のデジタル化やアクセシビリティは向上しているが、
教育に直接利活用できるようなコンテンツや体制は構築されていないので、

１ 何を目的に
アーカイブされた歴史資料群の教育利用を促進するためのコンテンツを制作し、
これを授業に活用することによって、児童・生徒ににどのような歴史認識の変容
が生じ得るのかを明らかにするために、

２ 何を制作して
ジャパンサーチに教育現場でそのまま利活用できるメタ的なキュレーションコンテンツを
制作し、

３ どう検証して
診断的評価と総括的評価を中心にルーブリックを作成して発表やレポートのパフォーマンス
評価を通して認識変化を明らかにすることで

４ 何が言えるか
児童生徒にメタ認知が起こり、歴史学習に対するに関わる主体的な意識や問題解決に向かう
探究的な視座が見られるようになる等の認識変化の結果が得られると予想する．
ジャパンサーチというデジタルアーカイブを媒介として、歴史資料から自ら問いを立て、
自ら探究に向かうコンピテンシー育成デザインの呈示は現代において重要な知見となる．


